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Ａ．研究⽬的 

本分担研究では、乳幼児健診にて Biopsychosocial
な視点を取り⼊れた保健指導に⽤いることができる
ガイド（健やか⼦育てガイド）を作成してきた。 

今年度は健やか⼦育てガイドの項⽬を解析し、仮
説Ⅰ．メディア使⽤と⼦どもの⽣活習慣には関連が

ある、仮説Ⅱ．メディア使⽤と育児困難感には関連 
がある、仮説Ⅲ．⼦どもの⽣活リズムの不規則さは
親のイライラや怒りを誘発し、育児困難感を増⼤さ
せる（乳児期）、仮説Ⅲ．⼦どもの粗暴な⾏動は親の
いらいらや怒りを誘発し、育児⽀援希求を増⼤させ
る（幼児期）という３つの仮説について検証するこ

研究要旨 
【⽬的】健やか⼦育てガイドの問診項⽬を解析し、仮説Ⅰ．メディア使⽤と⼦どもの⽣活習慣には
関連がある、仮説Ⅱ．メディア使⽤と育児困難感には関連がある、仮説Ⅲ．⼦どもの⽣活リズムの
不規則さは親のイライラや怒りを誘発し、育児困難感を増⼤させる（乳児期）、仮説Ⅲ．⼦どもの
粗暴な⾏動は親のいらいらや怒りを誘発し、育児⽀援希求を増⼤させる（幼児期）、という３つの
仮説を検証することを⽬的とする。 
【⽅法】３〜５か⽉児健診⽤、９，10 か⽉児健診⽤、１歳６か⽉児健診⽤、３歳児健診⽤、５歳児
健診⽤の健やか⼦育てガイドの各項⽬間の関係性を多変量ロジスティック回帰分析にて解析した。 
【結果】仮説Ⅰについて乳児では、睡眠や⽣活習慣とメディアの活⽤に関連はなかった。１歳６か
⽉児健診と５歳児健診では、就寝直前まで動画を⾒ていることと睡眠の問題との間には有意な関連
があった。 

仮説Ⅱでは、乳児では保護者のメディア使⽤の状況と育児困難感は関連していなかった。幼児で
は就寝前までの動画視聴など、メディア使⽤と保護者の育児困難感に有意な関連があった。ただし、
⽇中の TV や DVD 視聴はどれとも関連はなく、利⽤者のメディアリテラシィの問題であると考え
られた。 

仮説Ⅲでは、乳児期の睡眠についての困りは保護者の育児困難感と関連していた。また、幼児期
のこどもの粗暴な⾏動は親のイライラ、怒り、育児⽀援希求と有意に関連していた。 
【考察】乳児期から５歳までのメディア使⽤と⽣活習慣、⽣活リズムと育児困難感、⼦どもの粗暴
な⾏動と育児困難感の関係性が明らかとなった。保健指導においては、根拠のある指導が求められ
ることより、本研究での結果は、その根拠の⼀端を⽰すものであると思われた。 
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とを⽬的とする。 
 
Ｂ．研究⽅法 
 ４，５か⽉児健診 303 名、９，10 か⽉児健診 259
名、１歳６か⽉児健診 674 名、３歳児健診 299 名、５
歳児健診 1269 名の健やか⼦育てガイドの問診票を解
析の対象とし、各項⽬の関係性を多変量ロジスティッ
ク回帰分析にて解析した。 
 ４，５か⽉児健診と 3 歳児健診は久留⽶市⼩児科医
会の協⼒で、９，10 か⽉児健診は三鷹市⼩児科医会の
協⼒で、１歳６か⽉児健診は世⽥⾕区⼩児科医会と⽟
川⼩児科医会の協⼒で、５歳児健診は川崎市⼩児科医
会の協⼒で実施した。 
（倫理⾯への配慮） 

国⽴成育医療研究センター研究倫理審査にて承認
を受けた（承認番号 2020-134、2021-128、2021-247）。 
 
Ｃ．研究結果 
１．仮説Ⅰでは、乳児期では、睡眠や⽣活習慣とメデ
ィアの活⽤に関連はなかった。１歳６か⽉児健診と５
歳児健診では、就寝直前まで動画を⾒ていることと睡
眠の問題との間には有意な関連があった。とくに５歳
児では就寝直前まで動画を⾒る頻度が⾼いと睡眠時
間が短く（オッズ⽐ 1.56〜2.56）、かつ夜中の中途覚
醒も多い（オッズ⽐ 1.79〜2.80）という結果であった。 

仮説Ⅱでは、４，５か⽉健診や９，10 か⽉健診では、
保護者のメディア使⽤の状況と育児困難感は関連し
ていなかった。１歳６か⽉健診では、保護者のイライ
ラは就寝直前まで動画を観ること（オッズ⽐ 2.22）、
⾒ながらの⾷事（オッズ⽐ 2.05）で、親がどなるはス
マホでゲーム（オッズ⽐ 2.00）、⾒ながら⾷事（オッ
ズ⽐ 2.27）と関連していた。３歳児健診では、親がど
なるはいつも就寝直前まで動画を観る（オッズ⽐ 2.62）
と関連していた。５歳児健診では、親がイライラは就
寝前までの動画視聴（オッズ⽐ 1.75）、親がどなるは
就寝前まで動画視聴（オッズ⽐ 1.90）、スマホでゲー

ム（オッズ⽐ 1.78）、⾒ながら⾷事（オッズ⽐ 1.96）、
TV,動画をいつも⾒る（オッズ⽐ 2.70）と関連してい
た。ただし、⽇中の TV や DVD 視聴はどれとも関連
はなく、育児⽀援希求もメディア利⽤の状況と関連が
なかった。 

仮説Ⅲの乳児では、睡眠についての困りは９，10 か
⽉児の親のイライラ（オッズ⽐ 2.51）および４，５か
⽉児の親の育児⽀援希求（オッズ⽐ 5.12）と関連して
いた。 

また、幼児期のこどもの粗暴な⾏動は全年齢で保護
者のイライラ（オッズ⽐ 2.05〜3.09）、怒り（オッズ
⽐ 1.95〜2.40）、育児⽀援希求（オッズ⽐ 1.65〜2.46）
で関連があった。 

発達に関する⼼配について、運動発達への⼼配と育
児困難感の間には有意な関連を認めなかったが、３歳
児健診での⾔葉の遅れは保護者の怒り（オッズ⽐ 2.75）
と、落ち着きのなさは保護者のイライラ（オッズ⽐
3.32）および怒り（オッズ⽐ 2.70）とそれぞれ有意な
関連を認めた。 

詳細なデータについては添付した資料の健やか⼦
育てガイドを参照して頂きたい。 

 
Ｄ．考察 

仮説Ⅰにおいて、とくに５歳児では就寝直前まで動
画を⾒る頻度が⾼いと睡眠時間が短く（オッズ⽐ 1.56
〜2.56）、かつ夜中の中途覚醒も多い（オッズ⽐ 1.79
〜2.80）という結果であった。これは就寝直前まで動
画を⾒ると光刺激によってメラトニンの分泌が抑制
され、寝つきが悪くなったり、夜中に起きやすくなっ
たりすると推定される。就寝直前まで動画を⾒せるこ
とは、⼦どもの睡眠習慣を乱す可能性が⽰唆された。
それは５歳児で顕著であり、５歳児では⾷事中の TV
や動画視聴やスマホでのゲームも睡眠の問題と関連
していたことより、メディアの活⽤について保護者に
情報を発信することが重要であると考えられる。 
 仮説Ⅱでは、４，５か⽉健診や９，10 か⽉健診時で
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は育児困難感とメディアの活⽤に関連はなかった。１
歳６か⽉健診以降はメディア使⽤と親のイライラが、
３歳児健診以降はメディア使⽤と親のイライラやど
なることには関連があるという仮説は成⽴した。ただ
し、育児⽀援希求までは⾄っていず、昼間の動画視聴
と親のイライラやどなることとは関連はなかった。そ
こで、保健指導上は特に就寝直前までの動画視聴や⾒
ながら⾷事などのメディアの使い⽅に留意しておく
必要がある。 
 仮説Ⅲでは、⼦どものかんしゃくや粗暴な⾏動と、
保護者のイライラや怒りの間に有意な関連を認め、さ
らに発達⾯では⾔語化の未熟や、落ち着きのなさは保
護者の怒りと関連があるという結果であった。⼦ども
の問題⾏動と、保護者の苛⽴ちや怒りの関連は、双⽅
向的であると考えられる。⼦どもに問題⾏動を認める
場合、多くの保護者が⽀援を必要としている。親⼦の
関係性を適切に評価すること、⼦どもの問題⾏動や、
保護者の怒りのコントロールについても適切なアド
バイスを⾏うことが求められる。 

以上のように、乳児期から５歳までのメディア使⽤
と⽣活習慣、⽣活リズムと育児困難感、⼦どもの粗暴
な⾏動と育児困難感の関係性が明らかとなった。保健
指導においては、根拠のある指導が求められることよ
り、本研究での結果は、その根拠の⼀端を⽰すもので
あると思われた。 
 
Ｅ．結論 
 乳児期には睡眠の問題が親の感じる育てにくさと
関連していた。 

幼児期では就寝前までの動画視聴が睡眠時間の短
さや夜間の中途覚醒と関連する可能性があった。また
⼦どものかんしゃくや粗暴な⾏動が親の育てにくさ
と関連していた。 

こうしたことを元に保健指導を⾏うとよいと考え
られる。 

 

【参考⽂献】 
1) 阪下和美．正常です で終わらせない！ ⼦ども
のヘルス・スーパービジョン．東京医学社、2017. 
2)標準的な乳幼児期の健康診査と保健指導に関す津
⼿引き 〜「健やか親⼦ 21（第 2 次）」の達成に向
けて〜．平成 26 年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（成
育疾患克服等次世代育成基盤研究事業）縫うよう児
健康診査の実施と評価ならびに多職種連携による⺟
⼦保健指導の在り⽅に関する研究 
（研究代表者 ⼭崎嘉久）． 
3) 乳幼児健康診査事業実践ガイド．平成 29 年度⼦
ども・⼦育て⽀援推進調査研究事業 乳幼児健康診
査のための「保健指導マニュアル（仮称）」及び「⾝
体診察マニュアル（仮称）」作成に関する調査研究
（研究代表者 ⼩枝達也）． 
4）令和 2 年度度厚⽣労働科学研究費（厚⽣労働科学
特別研究事業）「感染症流⾏下における適切な乳幼児
健康診査のための研究」総括研究報告書（研究代表
者 ⼩枝達也） 
 
Ｆ．研究発表 
１．論⽂発表 
1) 阪下和美，秋⼭千枝⼦，⽚岡 正，川崎浩司，河
野由美，橋本倫太郎，⼩枝達也．コロナ禍における
「健やか⼦育てガイド」を⽤いた個別健診の試み．
⼩児保健研究 2022;81:147-154. 
 
２．学会発表 
1) 久留⽶市での 3，4 か⽉個別健診における「健やか
⼦育てガイド」の有⽤性について． 七種朋⼦、河野
由美、秋⼭千枝⼦、阪下和美、前川貴伸、⼭下裕史朗、
⼩枝達也．第 70 回⽇本⼩児保健協会学術集会 2023
年 6 ⽉ 17 ⽇、川崎市 
2) 1 歳 6 か⽉児個別健診での「健やか⼦育てガイド」
の有⽤性と養育上の⼼理社会的課題． 
⼩枝達也、橋本倫太郎、川崎浩司、前川貴伸、秋⼭千
枝⼦、阪下和美、河野由美、三上剛史．第 70 回⽇本
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⼩児保健協会学術集会 2023 年 6 ⽉ 17 ⽇、川崎市 
3) 5 歳児個別健診での「健やか⼦育てガイド」の有⽤
性と養育上の⼼理社会的課題．⼩枝達也、⽚岡 正、
前川貴伸、秋⼭千枝⼦、阪下和美、河野由美、三上剛
史．第 70 回⽇本⼩児保健協会学術集会 2023 年 6 ⽉
17 ⽇、川崎市 
 
 
 
 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
１．特許取得 

なし 
２．実⽤新案登録 

なし 
３．その他 
 なし 
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